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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第61号

題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　秋田県立秋田南高等学校【南
翔】会員皆様には、平成26年に
入りご健勝にお過ごしのこと
とお慶び申し上げます。平成26
年の同窓会長としてのスター
トは、1月31日（金）の秋田市役
所同窓会【蕗生会】総会、新年会
に始まり、2月28日（金）50期生
の同窓会入会式、翌日3月1日

（月）卒業式、何と言っても天下
の南高吹奏楽部演奏の3番までの校歌斉唱は、いつも感
動で胸が一杯になります。3月6日（木）は、県庁支部の総
会、退職者を送る会、3月25日（火）南高校教職員の送別
会、4月8日（火）53期生の入学式、26年度就任した教職
員の歓迎会、4月19日（土）平成26年度同窓会【南翔】総
会、4月22日（火）平成26年度から文部科学省で公募した

【スーパーグローバルハイスクール】の指定校（世界に通
用するグローバルリーダーを育成する）に秋田を代表し
て全国246校から56校を指定する難関に挑戦しました。
残念ながら不採択となりましたが、平成28年度からは
広く将来のグローバルリーダー育成を目的とした中高
一貫教育校として新たなるスタートを切ることが決ま
り、来年平成27年度から始まる中学校の環境整備の件
もあり瀬下和夫PTA会長、鈴木力雄教育振興会長と3名
で元秋田県副知事、現文科省坂東久美子審議官に急きょ
お会いさせていただき今後のアドバイス等お力添えを
お願いしてきました。5月17日（土）2年に1度開催の東京
南翔会総会には保坂タツ子会報担当副会長と出席して
きました。来賓として佐藤健公校長、米田県教育長、県、
秋田市東京事務所長が出席され、役員改選があり2期4
年間務められた保坂武文会長（4期）から大森素弘新会長

（6期）へ5代目のバトンが渡されました。6月23日（月）に
は、第一回中高一貫教育校検討委員会が学校にて開催さ
れ、PTA，教育振興会、同窓会、学校三役、事務長、設立準

備室等の参加者による意見交換が行われ、学校名、校章、
校歌、中学校校舎の環境整備等の件について重点的に話
し合われました。参加者ほぼ全員一致した意見が出さ
れ次回以降の検討事項の確認をしました。6月28日（土）
は、宮城南翔会【蕗の会】三浦充裕会長（10期）の20周年
記念総会には、畠山佳男企画担当副会長と出席しお祝い
をしてきました。7月5日（土）秋田市北部支部総会は、3
年間務められた本多秀文会長から土崎俊成（10期）新会
長に引き継がれました。少し駆け足で時系列にて報告さ
せていただきました。秋田県立秋田南高等学校は、今や
県下に轟く文武両道の高校として名をはせています。

【夏に懸ける強い思い結実】秋田南・秋商破り連覇、6月
10日さきがけ朝刊スポーツ欄の大見出し、サッカー部2
年連続のインターハイ出場、剣道部男女、アーチュリー
男女ペア出場と今年もまた見事な活躍ぶりです。甲子園
出場は、今年も残念ながら夢と散りましたが、来年こそ
の思いますます強く大いに期待し応援していきましょ
う。吹奏楽部去年は残念ながら惜しくも全国大会出場を
逃しましたが、今年は悔しさをバネにして全国大会出場
を目指し頑張って金賞を勝ち取ってください。今年ソチ
で行われたパラリンピック距離に日本選手団最年少で
出場した江野麻由子さんは、2年生になり、いま水泳で体
力強化を図り鍛えていると聞いています、次回韓国ピョ
ンチャン大会に照準を合わせ日本のエースとして活躍
されることを期待したいです。本当に現役の文武両道に
わたる活躍は、われわれ同窓生にとって誇りです。秋田
県は、少子高齢化率ワースト、まさにすべてに生き残り
がかかってきています。今後わが母校秋田南高校が秋田
県の中でますます精彩を放つ学校として存在し続ける
よう同窓会で応援していきましょう。
　8月9日、秋田ビューホテルで盛大に開催された「第7
回南翔の集い」の余韻に浸りながら就任から1年を経過
した挨拶とさせていただきます。

秋田県立秋田南高等学校同窓会
会　長　山　岡　緑三郎（3期）同窓会長就任１年を過ぎて

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）
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　平成26年4月19日土曜日、アキタパークホテルに於い

て〈南翔〉総会が開催されました。

　昨年就任した山岡会長のあいさつに始まり以下の議

事について報告及び審議され、すべて満場一致で承認さ

れました。

　議事

(1)議案第１号　平成25年度事業報告について

(2)議案第２号　平成25年度収支決算報告について

(3)報　　　告　会計監査報告について

(4)議案第３号　平成26年度事業計画（案）について

(5)議案第４号　平成26年度収支予算（案）について

　  その他

(1)学校創立50周年記念事業教育環境助成費について

　（実績報告及び計画）

　総会に先立ち常任理事会が開催され、学校創立50周

年記念事業教育環境助成費に関連して中高一貫教育校

について同窓会としてどのように関わっていくかなど

活発な意見が交わされました。この取り組みについて

は、同窓会としてどのように協力できるか、今後も協議

していくことになります。

　総会がスムーズに終了した後は懇親会に移りました。

母校からの来賓として西村副校長、細谷教頭、11期生で

もある寺谷事務長がご出席くださいました。山岡同窓

会長の「何度もあいさつしみなさん飽きたでしょう」と

ユーモアを交えたあいさつに続き10年ぶりに2度目の

南高赴任となった西村副校長から次のようにごあいさ

つをいただきました。「近況報告としてまずはソチパラ

リンピックに出場した江野麻由子さんについて、3月16

日の競技当日は会議室に同級生が集まり大きな声援を

送った。江野さんの活躍は南高校だけでなく日本中に希

望と勇気を与えてくれた。また、中高一貫校については

平成28年4月開校に向けて準備を始めており今年4月に

校内に開設準備室が設けられた。一昨年50周年を迎え

新たなスタートをきった南高校を同窓会の皆様からも

これまで以上に盛り上げていただきたい」。

　同窓会設立50周年実行委員の菅原委員長の乾杯のあ

いさつの後はにぎやかに交流が始まりました。昨年の総

会では校歌を歌わず残念な気持ちで帰った記憶があり

ますが、今年は9期生の豊嶋さんのエールで校歌を笑顔

で高らかに歌い上げました。

　ところで、平成25年度収支決算報告によると同窓会

費を納めていただいた同窓生は923名です。皆様から納

めていただいた2,000円の会費は総会の決議を経て同

窓会活動や母校の発展のために運用されております。同

窓生の皆様、どうか同窓会活動をご理解いただき年会費

2,000円の納付にご協力いただきますよう心よりお願

い申し上げます。  　　　　　　　16期　雅樂代　昭子

「南翔」総会報告

南翔会総会風景 山岡緑三郎会長挨拶 西村充司副校長挨拶
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　　　　　　　　　　　　　　　平成26年5 月

東京南翔会　会長　大森素弘

　5月17日、恒例の東京南翔会総会・懇親会が東京市ヶ

谷アルカディアにて開催されました。

  佐藤健公校長先生、山岡同窓会会長、秋田県教委米田進

教育長、仙台蕗の会三浦会長、秋田県東京事務所明石所

長、秋田市東京事務所二木所長始め多数のご列席を賜り

ここに御礼申し上げます。

  米田教育長の「秋田南高校の将来構想～中高一貫校に

向けて～」講演後、会長挨拶、議案審議と進み、最後に役

員の改選が行われ、第４代東京南翔会会長保坂武文(4

期) に替わり、新たに大森素弘(6期) が会長に選任され、

承認を得て新体制が発足しました。

  前会長は、次の50年に向けて同窓、在校生、そして故郷

秋田に向けた活動を行って来ました。特に母校創立50周

　この3月、ソチ冬季パラリンピックに出場した江野選

手とご両親から、本人への応援に感謝する礼状（＝写真）

が5月に同窓会事務局に届きました。

　内容は、表側にソチでのスナップ写真や競技写真など

10枚がコラージュされていて、「応援ありがとうござい

ました、江野麻由子、2014ＳＯＣＨＩ」と記されていま

す。手作り感たっぷりで、江野選手の感謝の気持ちとソ

チでの健闘ぶりが紙面からよく伝わってきます。

　また、裏側にはご両親からのお礼のことばが綴られて

おりますので、次に紹介いたします。

秋田南高等学校同総会の皆様

　新緑の候、さわやかな季節となりました。皆様におか

れましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　この度、娘、麻由子のソチパラリンピック出場の際に

たくさんの応援、ご支援をいただきまして、心より感謝

江野麻由子選手から同窓会に礼状

秋田市泉北４丁目３番２８号

東京南翔会 総会･懇親会 年記念事業の一環として、将来の国際人育成に向けた活

動に尽力して参りました。

  今回の総会・懇親会では2期の出席者が多く、パワーと

存在を誇っていました。

  一方、若手の参加者が少なくギャップを感じさせます。

  組織率が低下しているのが現状です。

マンションの中で会っても挨拶もしない。ポストの表札

にはプライバシー保護のため入居者の氏名を出さない。

　このように価値観が変化する中で、東京南翔会は今年

35周年を迎えますが、次の世代に向けて、同窓生が共有

できるニューライフプランを築くため、若い人の意見を

取り入れた見直しを議論中です。

　在校生・秋田県の応援を引き続き行っていきます。国

文祭期間中には多数の同窓生が秋田の文化伝統に触れ、

応援のため秋田に行く予定です。  総会の詳細はHPでご

覧下さい。

http://www.akita-minami.net/

いたします。本当にありがとうございました。

　おかげ様で貴重な経験をすることができ、これからの

人生にいかしても

らえたらと思って

おります。

　4年後のピョン

チャンでのパラリ

ンピックに向けて

がんばりたいと申

し て お り ま す の

で、今後もどうぞ

よろしくお願い致

します。

平成26年5月吉日

江野 栄・由美子
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あたらしい人脈が生まれるきっかけとなると感じた。
　こうした中、現役生徒の活躍がプロジェクターで、甲
子園秋田県予選の準々決勝で破れた試合と、男女ともに
インターハイ出場を果たした剣道部の様子が放送され
た。野球については、県内では強豪校の一角を占めるよ

うになったと言え、あとちょっとで甲子園という夢を
持った人がほとんどであるに違いない。
　懇親会が盛り上がっている頃、司会者から「南翔の集
い」の引き継ぎ式を行なう旨のアナウンスがあり、今年
度同窓会実行委員長である大島悦郎氏（７期）から次回
実行委員長の今野俊清氏（8期）へ資料の引き渡しが行わ
れ、「今年のように来年もしっかりやりたい」と宣言し、
会場からは盛大な拍手が送られた。
　引き続いて「校歌斉唱」、司会者に紹介され、かつて応
援団に所属していたことのある参加者が壇上に向かう。
畠山佳男氏（19期）が、壇上から会場にいる全員に向け
て「フレーフレー秋南」の力強いエールを送り、その勢い
に乗り会場全体で校歌を合唱した。

　「2014　南翔の集い」は大島悦郎実行委員長をはじめ
7期、17期、27期、37期のご尽力により大盛会であった。
今回の幹事役の皆様に心から感謝をしたい。

（29期　田崎宏明）

　2014年度「南翔の集い」が8月9日、秋田ビューホテル
で開催され、西村充司副校長をはじめ10人のご来賓及
び同窓会員162人が出席した。
　懇親会に先立ち物故者への黙祷を捧げた後、山岡緑三
郎同窓会会長（3期）が、「平成28年4月に開学を目指す中
高一貫校に関連し、校名検討委員会が発足され、校名が
どのようになるか議論されている。平成27年には同窓
会設立50周年があり、同窓会会員への協力をお願いし
たい」と挨拶した。

　続いて、西村充司副校長から、次のような母校の近況
が報告された。

「学校の進学実績は、秋田大学40名、新潟大学18名、東北
大学17名の順で国公立大学に多く進学し、生徒は朝7時
から登校し勉学に励んでいる。部活動では、剣道男子が
2年連続19回目の優勝、剣道女子優勝、サッカー部が優
勝し総勢41名の生徒がインターハイに出場、アーチェ
リー男女（個人）でインターハイに出場、吹奏楽部は金賞
を取り、東北大会へ駒をすすめている、また他の文化部
も全国大会に出ている。引き続き、『独立自尊』の校訓を
実践していきたい」
　さらに、来賓・恩師の紹介と続き、秋田南高等学校振興
会会長の鈴木力雄氏（5期）の発声により乾杯が行なわ
れ、いよいよ懇親会がスタートした。
　多くのテーブルは、同期生が隣り合えるように席が割
り振られており、久々の再会を喜び、昔話や近況を語り
合っていた。卒業後、この同窓会で初めて再会した人も
いて、高校の時の面影はあるものの、すっかり貫禄がつ
いてしまった姿に驚いていたようだ。
　参加者の半分以上は、7期までの同窓会員が占め、歳が
若くなるにつれ参加者は少人数となっており、6つの期
が同じテーブルに座ることもあった。こうした期が混在
した状況は、逆に同窓会員であるという共通点を基に、

南 翔 の 集 い　　8月9日 秋田ビューホテル

山岡同窓会会長挨拶

盛り上がった懇親会

校歌斉唱
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　高校野球の指導に携わって7年目になります。今年の
チームは7年間で最も甲子園が近いチームでした。
　昨年度の秋季大会は県大会ベスト8に終わりました。
もともとバッティングの良いチームでしたが、さらに
磨きをかけるために、冬季間は振り込みました。トレー
ニングにも励み、体も一回り大きくなりました。不安定
だった投手陣は、球速、コントロールが伸び、また、下級

生の成長もあり、投手層
に厚みが出てきました。
　冬季間の成果を試そう
とした昨年度末、監督さ
ん・部長先生に転勤が命
じられました。私は、昨年
度は副部長兼コーチでし
た。
　選手たちは、戸惑いを
隠せませんでした。そん
な中、生徒たちは、前監督
の野中先生から「次来る
監督は、使命感が強く、熱

い先生が来る。迷わずついていけ。」という言葉を受けま
した。春季遠征の途中から指揮を交替し、1勝7敗で秋田
に帰ってきました。
　新監督の石川先生は生徒との対話、ミーティングを重
ね生徒との距離をあっという間に縮めました。結果、春
季秋田市内リーグ戦全勝、中央地区大会優勝、県大会準
優勝。29年ぶりの快挙を成し遂げました。
　残念ながら、甲子園の予選大会では、甲子園初出場の
角館高校に準々決勝で敗退してしまいました。「一灯照
隅」、一隅しか照らすことのできない光でも、それが集ま
れば大きな光となって明るく照らす。選手個人の能力に
任せるのではなく、チームプレーで助け合い一戦必勝す
る。この「一灯照隅」という言葉をスローガンにチーム一
体となって戦い抜くことができました。3年生が残して
くれた財産は1、2年生の新チームに強く根付いてきて
います。9月6日から始まる秋季大会も選抜大会へとつ
ながる大事な大会です。指導者も選手も目指す場所は同
じです。

野球部部長　松田　達也

チームチャレンジカップゴルフ大会 in 秋田カントリー倶楽部

一灯照隅　秋田南高等学校野球部報告

　7月29日、秋田カントリー倶楽部は晴天のもと、ゴル
フをこよなく愛する者たちを迎えた。
　母校という名のもとに熱戦の歴史を刻んだ、“秋田県
高校OB対抗ゴルフ大会”は、今年から、“チームチャレン
ジカップゴルフ大会”と名称を変え、高校OBの枠を取り
払い、4人チームが一緒に回り、そのうちネット上位3名
の合計でチームの順位を決定する大会に生まれ変わっ
た。参加総数は197名にのぼった。
　南高校は昨年までの高校OB対抗では2回の団体優勝
を誇っており、伝統校として新しい趣向の本大会にも南
翔倶楽部A～Eまでと、南翔パークラブの6チーム24名
が出場。他のチームにも同窓生が多く参加していた。
　熱戦も終わり、いよいよ表彰式が開幕。静まり返った
場内に、太平山スタートのチーム戦から発表されてい
く。歓声と溜息が続く中、『太平山スタートの個人優勝は
・・・・南翔クラブA、佐藤・・竹昭(5期)さん！』のアナウン
ス。大歓声が上がった。

『 ス コ ア は グ ロ ス 9 3 、ネ ッ ト 6 7 . 8 ！ 』大 歓 声 は
「えぇー！」という驚きの声に変わった。
　結局、個人戦では他に3位までの入賞者はなかったも
のの、各コース上位20位には、相場利治(5期)さん、佐藤
浩幸(12期)さん、櫻井章(10期)さん。太田清志(10期)さ
ん、石黒光二(8期)さん、小笠原和則(19位)さん、川合俊

昭(5期)さんらが入った。また佐藤隆(5期)さんは、鳥海山
9番ホールで90cmにつけて堂々のニアピン賞に輝いた。
　一方、団体戦では、南翔倶楽部Aチーム(佐藤竹昭・相場
利治・山崎進・岡博志さん)が待望の3位入賞を果たし、太
田清志さんの所属する仁別スキークラブが準優勝の栄
冠に輝いた。
　大会終了後、有志15名による祝勝会(写真)が、秋田
パークホテルで行われ、疲れも見せず遅くまで友の健闘
を讃えながら、ゴルフ談義に花が咲いた。

川合俊昭（5期）

満足な結果での祝勝会
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http://www.fisys.jp/

サッカー部
～連覇!歓喜に震えた～
　昨年、創部41年目にして初の全県高校総体優勝を飾
り、スタンドで快挙だと絶叫してから1年後、OB達はそ
れ以上の言葉が見つからず、スタンドで歓喜に震えた。
　秋田商業との決勝戦、前半に2点を先制し主導権を
握ったものの、後半一転、相手の猛反撃を受けたが、3年
生を中心とするこの大会に懸ける強い思いで、猛攻に耐
え勝利をたぐり寄せた。ここまで、中央地区連覇、そして
今大会の準々決勝から決勝まで、西目、新屋、秋田商業と
強豪を打ち破っての連覇は、文句なしの完全優勝であった。
　迎える南関東2014インターハイは、山梨県韮崎での
開催。地元帝京第二高校との初戦、開始2分、コーナー
キックからのヘディングシュートがGKに弾じかれたこ
ぼれ球を押し込み先制。3度目の出場で初めての得点。
その後、勢いに乗りたいところであったが、同9分、左サ
イドを崩され同点とされ前半を折り返した。空気の質
が違う気温30度を超えるコンディションは、選手達の
体力と判断力を想像以上に消耗させ、後半、魔の時間が
やってきた。今年のブラジルワールドカップでも、強豪
ブラジルが立て続けに失点する場面があったが、まさに
それを彷佛とさせる3分間での3失点。
韮崎での夏は終わった。
　昨年、もう一つの悲願であるOB会設立を、現役の初優
勝という強い力が後押しとなり達成することができた。
そして、我々は再び現役から力をもらった。今度は我々
がお返しする番だ。我々OB会は、絆を強く大きくし、現
役選手を暖かく見守り照らす太陽となり、優しく汗を癒
すそよ風になると誓う。次なる目標、全国大会での初勝
利を目指し、最高のプレーができるように。
　最後に、今回のインターハイの結果は残念なもので
あったが、それは今後の大きな財産となろう。南高サッ
カーは、これまで多くの喜びや悲しみとともに、様々な
経験を積み重ねここまで成長してきた歴史がある。歴史
に立ち止まることは許されない。自分たちの立ち位置を
冷静に見つめ直し、新たなチャレンジをスタートさせる
時、それが今、ここからである。ここからまた新たな歴史
が紡がれる。
　選手達よ、レジェンドとなれ!

サッカー部OB会長　安井誠悦(14期)

インターハイ報告
剣道部
剣道部　男女団体・二年連続
インターハイ出場

剣道部　監督　湯澤　寛（18期）
　昨年、佐賀県で開催されたインターハイには創部以
来初めて男女揃っての団体戦出場を果たした。出場メ
ンバーのうち男女ともに2名が残り、今年も男女ともに
インターハイ出場を目標に6月の全県総体に臨んだ。女
子団体決勝戦では相手チームにリードされたものの、副
将・大将で勝利し、3連覇を達成した。女子強化を始め
てから数年で成果が上がっていることは驚くべきとこ
ろであるが、男子のこれまでの伝統と融合し、毎日、厳し
い稽古を積み重ねているので、この結果に不思議はない
と思っている。また、男子団体戦は苦しい試合展開の連
続であったが、大将戦・代表者戦を制して連覇を成し
遂げた。気迫あふれる立派な試合で大会を結ぶことが
でき、今年も男女そろって全国の扉が開いた歓喜の瞬間で
あった。
　7月下旬には長崎・福岡に遠征。精神力・技術力の向
上のために強豪校の胸を借りた。暑さに負けることなく
果敢に立ち向かう姿に全国での手応えを感じた。
　今年のインターハイは神奈川県小田原市で開催され
た。女子団体戦は3校での予選リーグを1勝1分の僅差
で勝ち上がった。決勝トーナメントでは、あと一歩及ば
ず、ベスト8を目前に敗退。2年連続、予選通過の健闘を
讃えたい。男子団体戦予選の相手は3月に魁星旗大会で
ベスト4を争った強豪校。今年こそと気迫充分で立ち向
かったが、善戦するも悔しい思いを残した。1勝1敗で
決勝トーナメント進出はならなかったが、男女ともに出
場できたことは最高の喜びであり、この経験は今後の活
動の大きな力となるであろう。
　同窓会の皆様はじめ多くの方々に多大なるご支援を
頂戴しましたことに感謝し、厚く御礼を申し上げます。

ソフトウェアの受託開発
ネットワーク監視システム

http://www.a-hit.co.jp
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運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

硬式野球部
2014年度春季高校野球中央地区大会
　優勝（31年ぶり）　7－2　秋田中央
春季高校野球県大会
　準優勝　9－10　大曲工
春季東北高校野球
　2回戦敗退　2－3　鶴岡東
第96回全国高等学校野球選手権大会秋田県大会
　準々決勝敗退　0－6　角館
東北身体障害者選手権
水泳
　女子50m自由形　１位　江　野　麻由子
　　　50m背泳ぎ　１位　江　野　麻由子
全県高校総体
サッカー　優勝（２連覇）　2－1　秋田商
陸上
　女子3000m　　　２位　鎌　田　有希子
　　　1500m　　　４位　鎌　田　有希子
　男子5000m競歩　３位　竹　中　陽　平
水泳
　男子800mリレー　３位
　(松橋栄喜、井上雄太、橋本旭、戸島竜大)
　　　200m自由形　　　　　６位　戸　島　竜　大
　　　400m自由形　　　　　６位　井　上　雄　太
　　　400m個人メドレー　　６位　橋　本　　　旭
　　　400mメドレーリレー　６位
　　　(戸島竜大、齋藤龍一、松橋栄喜、井上雄太)
剣道
　女子　団体　優勝(３連覇)
　　　　個人　３位　畠　山　若　那
　男子　団体　優勝(２連覇)
　　　　個人　３位　齊　藤　　　億
アーチェリー
　女子　１位　村　上　若　奈
　　　　２位　小田嶋　美　和
　　　　３位　工　藤　香　織
　男子　１位　武　藤　　　章
　　　　２位　永　井　勇　樹
　　　　３位　嵯　峨　将　人
柔道
　男子　60キロ級　３位　吉　川　翔　兵
山岳　３位（会場：森吉山域）
東北高校選手権
陸上
　女子3000m　　　10位　鎌　田　有希子
　男子5000m競歩　13位　竹　中　陽　平

剣道
　女子　団体　準々決勝敗退
　　　　個人　準優勝　渡　邊　　　柚
　男子　団体準々決勝敗退
　　　　個人　３位　齊　藤　　　億
サッカー　１回戦敗退　0－3　不来方（岩手）
アーチェリー
　女子　団体　決勝ラウンド１回戦敗退
　男子　団体　ベスト８（準々決勝　2－6　盛岡工）
柔道
　個人　60キロ級　１回戦敗退　吉　川　翔　兵
水泳
　男子800mリレー　予選敗退
インターハイ「南関東総体」
サッカー　１回戦敗退　2－6　帝京三（山梨）
剣道
　女子　団体　ベスト１６
　　　　決勝トーナメント１回戦　0－4　左沢（山形）
　男子　団体　予選リーグ敗退　　0－3　育英（兵庫）
　　　　　　　　　　　　　　　　2－1　甲府南（山梨）
アーチェリー
　女子　団体　33位　予選敗退
　男子　団体　43位　予選敗退

吹奏楽
全日本吹奏楽コンクール第56回秋田県大会
　金賞　高橋紘一賞
全日本吹奏楽コンクール第57回東北大会
　金賞（全国大会代表ならず）
写真
県高校写真連盟展
　入選　伊　藤　　　淳
　佳作　髙　橋　　　拓、 片　村　峰　雪
放送
県高校放送コンテスト
　朗読部門　入選　竹　内　那　菜

県高校かるた競技大会
　初級リーグ　優勝　柴　田　文　佳
全県高校総体プログラム表紙　原画作成
　吉　田　咲　子
第67回県珠算競技大会
　高校生の部
　個人　　　２位　髙　橋　亜　実
　　　　　　３位　堀　　　　　東
　読上暗算　２位　堀　　　　　東
　　　　　　３位　髙　橋　亜　実
　読上算　　２位　堀　　　　　東
　　　　　　３位　髙　橋　亜　実
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保坂　タツ子（２期）

　第2寄港地はシンガポール。文科省の派遣事業青少年
指導者セミナー以来33年ぶりの訪問です。その当時店
先で朝食を摂った屋台の列なりは無い。朝の通勤ラッ
シュの自家用車は4人乗る事の法律は今は如何にと思い
ながら、トラムとバスを乗り継いで世界第2を誇る動物
園とアジアミュージアムに行く。帰路期せずして、シン
ガポール創設者ラッフルズの銅像と出会う。上陸場所と
いう。4月16日マラッカ海峡を通過し、スリランカはコ
ロンボに寄港。気温33度。時速80ｋｍ制限で時折デコボ
コ道ありの高速道路をバスで3時間半かけ世界文化遺
産「聖地キャンディ」に向う。大樹の葉を広げたヤシの木
やソテツの連なりが続く。街に入ると信号機は無く、警
官が手信号で誘導。側には小さな仏座像と仏塔が鎮座し
ている。強い陽射しを受けている地面を裸足で歩くター
バンとロングスカート姿の老人や、バスの高さ程の象が
象使いと歩く光景も見られた。30年間地域紛争があっ
たとは思えないゆるやかな時間の流れが心地良い。イン
ド洋は広く青緑色の海が美しい。イルカや飛魚、南十字
星に喚声を上げ、航行は最大関門の海賊地域ソマリア・
マンダブ海峡へ。通過の前後日、4月21日～23日の日没
から日の出まではオープンデッキ・公共スペースは立入
禁止、ライトは消す。キャビンは光が漏れないよう窓蓋

やボードで遮
光。日中もラウ
ンジや展望ス
ペースは天井
から厚く黒い
カーテンが下
げられている。
危機迫ると船
長判断の時は
暗号船内放送
や短音5回の汽
笛・非常ベル有
りの説明に緊
張する。しかし、何よりも心強く安心と誇らしさを感じ
たのは日本自衛隊の護衛艦2隻です。他国船4隻も一緒
に護ってくれ、護衛艦から発進する哨戒機の旋回飛行と
海・空の2段構え。夕日の斜光を背に静かに泰然とした雄
姿でした。無事通過後、愈ハイライトのスエズ運河です。
その前に、日程には無かったサプライズのサウジアラビ
ア訪問に触れたい。東日本大震災の日本人の忍耐・秩序・
冷静な行動に、アブドラ国王が甚く感動され両国民と交
流を望まれたという。寄港地は第2の都市ジェッダ。会
場は2ヵ所共千人収容の大テント。昼食会場のおもてな
し料理にラクダの頭が大皿に盛られている。交流会場へ
は私達15台のバスを警備隊5台が土漠の中１時間誘導、
王家専用飛行場・宮殿や高さ200ｍの噴水等にオイルダ
ラーの威力も垣間見る。交流会の合間にラクダ乗りサー
ビスもあり、40度の灼熱の中、忍耐強く順番待する。4月
28日4時半スエズ運河に入り、全長170ｋｍ、幅205ｍ、
深さ24ｍの運河を時速8ノット（約16ｋｍ）でゆっくり
進む。フランスの軍艦が曳航する如く前を行く。シナイ
半島の岩砂漠や日本とエジプトの友好記念碑・ODAの
タワーブリッジ、中東紛争の塔も見える。時折降る雨や
寒さで防寒ジャケットを着こみ、デッキの前を陣取って
カメラ・双眼鏡と忙しく一日仕事をする。紅海から地中
海へ。狭い運河の交差待時間がなく、予定より10時間早
く午後2時に「アラブの春」に入った。迎えてくれたのは

「ワンダーラ！」を連呼する若者達でした。

【地球一周の船旅 － その２】

今年の夏も数年越しに「甲子園」の期待に沸
いた夏でした。
熱闘を通じて汗、涙、歓声を肌で感じ一緒に
なって応援させていただきました。
私事ではありますが、在学中一時応援団員を
拝命させていただいており、暑い暑い野球場
で声がかすれるまでエールを送っていたこ
とを毎回思い出してしまいます。（長ランです）
今年は結果こそ残念！ではありましたが、毎

年毎年、その試合内容は、明らかに強く、そして良くなっ
ていると思います。
来年は同窓会設立50周年を記念する年でもあります。
我ら秋南の若人は！仰ぎ見る中空高くそそり立ち！
来年こそ甲子園目指して頑張れ南高、私もカメラを持っ

て甲子園に出陣するのが今か今かと楽しみにしております。
これからも可能な限り写真を通じて、わが母校の歴史を
撮り続けて行ければと考えております。機会があれば本
会報にて最近の我が母校の活動を写真を通じて紹介し
て行くことが私の使命としておこなって参りますので 
よろしくお願い申し上げます。
また、この度始めて編集に携わらせていただきました。
心強い諸先輩のお陰をもちまして無事に発行に至りま
したことを心より感謝申し上げます。

21期　岩田 幸久

ソマリア沖の日本の護衛艦

スリランカの街の風景


